
薬事日報　薬学生新聞

　こんにちは。メディセレのしゃっち
ょう、児島惠美子です。みなさんはま
だ学生ですが、いずれ社会に出ていき
ます。今から社会に出た自分の姿をイ
メージしておきましょう。
　学生時代は努力に評価をもらえま
す。社会に出ると結果が求められます。
薬剤師国家試験がその入り口です。何
年も頑張っている人がいます。でも無
情に結果でのみ、薬剤師になるかなら
ないかを分けられてしまいます。その
予行練習が卒業試験です。その門をく
ぐって薬剤師は社会に出ろということ
なのです。それは命に関わる仕事だか
らです。
　学生時代に勉強癖がついた人は、社
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会に出てから我慢できるようになりま
す。学歴は関係ありません。すぐに答
えが出なくてもイライラしません。自
分も人も、答えが出るまで待てるよう
になります。忍耐力が備わるのです。
知識だけではない、嬉しい副産物です。
海外には教育を受けた年数で評価する
国もあります。この副産物を評価して
くれるのです。
　薬学部では経済を勉強する機会はほ
とんどありません。しかし、社会に出
ると、社会の仕組みや経済の仕組みを
知らないと、時にとんでもないことに
巻き込まれてしまいます。
　私は医療ドラマを必ず見ます。一般
の方に医療現場がどう映っているのか
も知っておかないといけないと思って
いるからです。最近のドラマではブ
ラックぺアンは突っ込みどころ満載で

したが、アンナチュラルは勉強になり
ました。社長になってからは経済ドラ
マも見るようになりました。今は「ハ
ゲタカ」を見ています。医療業界に
いるとハゲタカは別世界の話と思うか
も知れませんが、製薬会社も薬局も
卸も業界変動が激しくなる雲行きです
ので、他人事ではなくなるかもしれま
せん。
　人生全てがうまくいくことなんてあ
りません。それゆえに、うまくいって
ないことを嘆くのか、他人のせいにす
るのか、受け止めて前を向くのか、そ
の姿勢で人生は変わります。その時に
自分はどんな武器を持っているのか。
その武器が知識や薬剤師免許です。さ
あ、一つでも多くの知識を持って前を
向いて歩いて行きましょう。
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　人事院は８月10日、2018年の国家公務員給与で
ある月例給（基本給）を0.16％、ボーナス（期末・勤勉
手当）も0.05カ月分引き上げるよう国会と内閣に勧
告した。病院等に勤務する公務員薬剤師は医療職俸
給表（二）が適用されるが、６年制薬剤師の初任給は
20万9000円と昨年に比べて1200円アップした。
　公的病院等に勤務する薬剤師は、栄養士、臨床検
査技師、理学療法士、作業療法士等と共に医療職俸
給表（二）が適用される。薬剤師の初任給は20万
9000円と昨年より1200円アップした。一方、従業員
50人以上の事業所を対象に今年4月現在の民間給与
実態の調査結果も公表され、準新卒の薬剤師初任給
は、時間外手当や家族手当、通勤手当等を除き平均
23万1913円で、昨年より7494円増と大幅にアップ
している。
　企業規模が500人以上では23万1208円と7978円
のアップ、100人以上500人未満でも23万3512円
と8354円の大幅アップとなった。500人以上の企
業より100人以上500人未満の企業で初任給が高い
状況は変わっていない。民間給与は昨年から一転し
て大幅にアップし、公務員薬剤師の初任給とは２万
2000 ～4000円の差に広がっている。
　医療関係職種の時間外手当を差し引いた４月支給

分の平均給与額を見ると、薬剤師が平均年齢37.3歳で34万3263円、
薬剤師２人以上の部下がいる薬局長は平均年齢50.4歳で48万0044円
となった。昨年に比べ、一般薬剤師の平均給与は前年以上となる約
9000円アップとなったが、薬局長は昨年の約１万4000円の大幅アッ
プから約8000円の大幅ダウンに転じた。

　最近、さまざまな疾患対策に薬剤師が
専門性を発揮するよう役割が求められて
いる中、国がまとめた慢性腎臓病（ＣＫ
Ｄ）対策の報告書でも、不足している人
材育成に言及。ＣＫＤの基本的知識を持
った薬剤師等のメディカルスタッフを育
成し、かかりつけ医と腎臓病療養指導士
の連携を推進することが目標に打ち出さ
れた。国は2028年までに新規透析導入
患者数を年間3万5000人以下に減少さ
せる目標を示し、ＣＫＤの重症化予防に
向けた一つの施策として人材育成の重要
性を盛り込んでいる。その中にＣＫＤの
基本的知識を持った薬剤師が求められて
いる意味は重い。
　報告書では、かかりつけ医やメディカ
ルスタッフ、腎臓専門の医療機関等が連
携し、地域におけるＣＫＤ診療体制を充
実させること、年間の新規透析導入患者
数を16年の約３万9000人から28年まで
に３万5000人以下に減少させることな
どを成果目標に打ち出している。これら
目標を達成するため、▽普及啓発▽地域
における医療提供体制の整備▽診療水準

の向上▽人材育成▽研究開発の推進――
の５本柱の個別対策を明記した。
　その中で、人材育成については、腎臓
病医の不足や偏在の中、ＣＫＤ診療を担
うメディカルスタッフの数が不足してい
る課題を指摘。ＣＫＤに関する基本的知
識を持つ薬剤師、看護師等の人材を育成
し、専門医以外のかかりつけ医とも連携
することにより、ＣＫＤに関わる医療従
事者の増加を図るとした。関連学会等に
対し、腎臓病療養指導士等の基本的知識
を持つ薬剤師などのメディカルスタッフ
の育成、かかりつけ医と腎臓病療養指導
士などとの連携を促した。
　診療水準を向上させるためには、各種
ガイドラインで一部推奨内容の不一致が
見られるとし、関連学会が合同で協議し
て推奨内容が一致したガイドラインを作
成し、関連団体と連携して普及すること
を掲げたほか、ＣＫＤの研究開発の推進
に向けては、国の医療分野研究開発推進
計画などの中長期的な目標を踏まえた研
究に産官学で取り組むとし、効果的な新
規治療薬開発などの推進を盛り込んだ。

ＣＫＤの知識持つ薬剤師育成
かかりつけ医と連携推進
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